
2013 乳腺グループ 活動実績 

岡本 康 



診療実績 

MMG読影     1,731件 
目黒区乳がん検診     600件 
乳腺超音波検査   1,029件 
  （乳がんセンター 506件） 
 ABC：穿刺吸引細胞診  13＋34件 
 CNB ：針生検（乳癌）  62（60）件＋40（23）件 
 VAB：吸引式針生検  12（10）件 
    ＋センター症例、（ ）内 乳癌症例数 

化学療法（算定A）  360件 
   （外科 902件、病院 1,365件） 



乳がんセンター診療実績 
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乳がんセンター受診者  507件、紹介率40% 
  （2012年  430件、紹介率36%） 
  （2011年  344件、紹介率30%） 

受診
目的 

検診 242 (47.7%) 

二次検診 144 (28.4%) 

有症状 122 (23.9%) 

受診
契機 

紹介 206 (40.6%) 

ネット 29 (5.7%) 

問い合わせ 106 (20.9%) 

繰り返し 166 (32.7%) 

診断
結果 

乳癌 34 (6.7%) 

乳腺症 212 (41.8%) 

線維腺腫・その他 116(22.9%) 

異常なし 145 (28.6%) 

がん 
発見率 

検診 1 (0.4%) 

二次検診 14 (9.7%) 

有症状 19 (15.7%) 



新規発見乳癌 92例（紹介67例） 

・乳癌手術 64例（うち再切除3例） 
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術前治療中  6例 

手術待機        10例 

非手術  2例 

他施設へ        10例 

 
・良性病変手術   6例 

・その他病変    3例 

 

 

 

乳腺手術  73例 

 

 

乳がんセンター経由34例（紹介28例） 



2013年乳癌手術症例背景 
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年齢（中央値） 38～91歳（66歳） SLNB あり 47 

性別 女性 61 なし 14 

閉経状況 前 14 
（SLN施行
率） 

77% 

後 47 組織型 非浸潤癌 8 

Stage 0 6 sci 20 

Ⅰ 26 sol 8 

Ⅱ 22 pap 15 

Ⅲ 6 特殊型 10 

Ⅳ 1 術前化学療法 あり 9 

術式 乳房温存術 34 なし 52 

  （温存率） 44.3% 術後治療 化学療法 7 

乳房切除術 27 抗HER2療法 2 

  
皮下乳腺全
摘術 

1 内分泌療法 45 

  放射線療法 31 



手術症例数と術式の推移 
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Stage別5年生存率(1998～2008,N=489) 
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Stage0:100.0% 

Stage1:  93.8% 

Stage2:  92.9% 

Stage3:  73.5% 

Stage4:  25% 

Logrank:P<0.0001 

Wilcoxon:P<0.0001 

1期／4期比  6.8 



Stage別全国乳がん患者登録調査 
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5年OS 

0：97.6% 

1：96.6% 

2：90.9% 

3：72.5% 

4：42.7% 

n=5,975(2004年次) 
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Stage別10年生存率 

Stage0:100.0% 

Stage1:  88.5% 

Stage2:  86% 

Stage3:  55.8% 

Stage4:  18% 

Logrank:P<0.0001 

Wilcoxon:P<0.0001 



学会発表（１） 
１． ○岡本 康, 柴山朋子, 石井智貴，他：当院における乳房温存療法の長
期成績．第38回日本外科系連合学会学術集会，東京，2013，6（パネル） 

２． ○岡本 康，有馬陽一，柴山朋子，他：閉経後ホルモン感受性乳癌に対
するAI剤および経口ビスフォスフォネート（BP）剤併用に伴う骨量の検討．
第21回日本乳癌学会学術総会，浜松，2013．6 

３． ○柴山朋子, 岡本 康, 有馬陽一，他：当院で施行したトリプルネガティブ
乳癌に対する術前化学療法の効果に対する検討．第21回日本乳癌学会
学術総会，浜松，2013．6 

４． ○有馬陽一, 岡本 康, 能戸保光，他：乳癌の化学療法中に多彩な合併
症・有害事象を発症した一例．第21回日本乳癌学会学術総会，浜松，
2013．6 

５． ○西牟田浩伸，岡本 康，能戸保光，他：ホルモンレセプター陽性超高齢
者乳癌2例の経験 ．第21回日本乳癌学会学術総会，浜松，2013．6 

６． ○石井智貴, 岡本 康, 有馬陽一，他：当院における乳腺葉状腫瘍の検
討．第21回日本乳癌学会学術総会，浜松，2013．6 
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学会発表（２）  
７． ○岡本 康，柴山朋子，能戸保光，他：1stラインXC療法導入後の長期
カペシタビン単独療法にてCRを認めた乳癌多発肝転移の1例．第11回
日本臨床腫瘍学会学術集会，仙台，2013．8 

８． ○高橋亜紗子, 岡本 康, 柴山朋子，他：当科における超高齢者乳癌の
検討．第51回日本癌治療学会学術集会（The 51nd Annual meeting of 

Japan Society of Clinical Oncology），京都，2013．10. 24 

９． ○岡本 康, 柴山朋子, 高橋亜紗子，他：当院における乳房温存手術症
例の検討．第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013．10.24 

１０． ○柴山朋子, 岡本 康, 大原関利章，他：当院の異時性両側乳癌の検
討．第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013．10.24 

１１． ○澤田晃暢，木谷 哲，緒方秀昭，他：城南地区ハラヴェンカンファレ
ンス：城南地区エリブリン使用実態アンケートの集計結果と有用性の検
討．第51回日本癌治療学会学術集会，京都，2013．10.24 

１２． ○岡本 康, 柴山朋子, 有馬陽一，他：目黒区乳がん検診におけるメデ
ィカルスタッフの役割と課題. 第23回日本乳癌検診学会総会，東京，
2013. 11.8 
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学会発表（３）  
１３ ○高橋亜紗子, 岡本 康, 柴山朋子，他：乳癌頚髄転移の一例．75回日本
臨床外科学会総会，名古屋，2013. 11.21 

１４． ○柴山朋子，岡本 康，有馬陽一，他： TNBCに対する術前化学療法効
果予測の検討．第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013. 11.21 

１５ ○岡本 康, 柴山朋子, 有馬陽一，他：乳房温存手術例における断端評価
. 第75回日本臨床外科学会総会，名古屋，2013. 11.23 

１６． ○高橋亜紗子, 岡本 康, 柴山朋子，他：骨転移を疑う上腕骨病変を認
めたアポクリン化生を伴う浸潤性乳癌の1例. 第10回日本乳癌学会関東地
方会，大宮，2012．12.7 
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論文・その他 

A．論文 

１．柴山朋子，岡本 康，有馬陽一，草地信也，長尾二郎，高橋 啓，大原関
利章：術後早期に局所再発した骨・軟骨化性を伴う乳癌の1例．臨床と研
究 90(4)91-95(501-505)，2013。 

２．柴山朋子，岡本 康，有馬陽一，高橋 啓，横内 幸，草地信也：Weekly 

paclitaxelが有効であった乳癌播種性骨髄癌症の1例．臨床と研究 
90(9)74-77(1228-1231)，2013。 
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Ｂ．その他 

１． 女性のお悩み解決手帳54 「早く見つける乳がん」，日経ヘルス 2013

年2月号（第16巻 2号）：p94～97．日経BP社 


